
JP 5243418 B2 2013.7.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　滑走ボードと一緒に使用するためのビンディングであって、
　ライダーの足を支持するように構成配置されているフットベッドと、
　滑走ボードに固定され、前記フットベッド部分と解放可能に係合するように構成配置さ
れ、前記フットベッドを備えていない前記滑走ボードに固定した場合、ライダーの足が前
記滑走ボードに直接接触することができるように構成配置されている基部と、
　前記基部に固定され、前記基部に対して前記ライダーの足を固定するように構成配置さ
れている少なくとも１つの足係合部材と、
　前記基部に固定され、ライダーの脚部を支持するように構成配置されているハイバック
とを備え、
　前記フットベッドが、前記基部が前記滑走ボードに固定された場合に、滑走ボードに対
する前記基部の縦方向の位置、滑走ボードに対する前記基部の踵－つま先方向の位置、及
び／又は滑走ボードに対する前記基部の角度位置を決定することができる調整インジケー
タを含むビンディング。
【請求項２】
　前記基部が、踵－つま先方向に延びる１対の対向側壁部、及び前記側壁部の踵の端部を
接続する踵フープを含む、請求項１に記載のビンディング。
【請求項３】
　前記基部が、前記側壁部間を延びるクロスバーをさらに含み、前記フットベッドが、前
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記クロスバーに固定されるように配置される、請求項２に記載のビンディング。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの足係合部材が、バックル部分と係合することができ、バックル部
分から選択的に切り離すことができる係合部分を有するビンディングストラップを含み、
前記側壁部が、それぞれ前記係合部分又は前記バックル部分の端部と係合することができ
る、請求項２に記載のビンディング。
【請求項５】
　前記フットベッドが、踵部分及びつま先部分を含み、前記つま先部分が、前記踵部分に
対して踵－つま先方向に移動することができる、請求項１に記載のビンディング。
【請求項６】
　前記フットベッドの前記踵部分が前記基部と係合することができ、そのため、前記踵部
分が、前記基部に対して固定状態に維持され、前記つま先部分が、前記基部に対して前記
踵部分を固定状態に維持したまま、前記踵部分に対して前記踵－つま先方向に移動するこ
とができる、請求項５に記載のビンディング。
【請求項７】
　前記踵部分が、前記基部と係合することができる１対のラグを含む、請求項５に記載の
ビンディング。
【請求項８】
　前記基部が、踵－つま先方向に延びる１対の対向側壁部、前記側壁部の踵の端部を接続
する踵フープを含み、前記ラグを前記側壁部の底部内に形成されているスロット内に挿入
することができる、請求項７に記載のビンディング。
【請求項９】
　前記基部を滑走ボードに固定した場合に、前記ラグが、前記側壁部と係合状態で捕捉さ
れる、請求項７に記載のビンディング。
【請求項１０】
　前記フットベッドが、前記フットベッドのつま先側端部のところに傾斜部分を含む、請
求項１に記載のビンディング。
【請求項１１】
　前記ビンディングが前記滑走ボードに装着された場合に、前記滑走ボードの一部を見る
ことができる、前記フットベッドに取り付けられている第１の窓を含む第１の調整インジ
ケータを備える、請求項１に記載のビンディング。
【請求項１２】
　前記第１の調整インジケータが、前記第１の窓内で見た前記滑走ボード上のマークと位
置合わせ可能なポインタ要素を含む、請求項１に記載のビンディング。
【請求項１３】
　前記滑走ボードに対して前記基部及びフットベッドが移動した場合に、前記滑走ボード
に対して固定状態のままでいることができる、前記ビンディングに取り付けられているイ
ンジケータ要素を備える、請求項１に記載のビンディング。
【請求項１４】
　前記インジケータ要素が、前記フットベッドの底部から垂れ下がっていて、前記滑走ボ
ードと係合することができる部分を含む、請求項１３に記載のビンディング。
【請求項１５】
　前記垂れ下がっている部分が、前記滑走ボード内の縦方向のスロットと係合することが
できる、請求項１４に記載のビンディング。
【請求項１６】
　前記インジケータ要素が、前記フットベッド内の凹部内で移動するように配置される、
請求項１３に記載のビンディング。
【請求項１７】
　前記インジケータ要素が、踵－つま先方向の前記滑走ボードに対する前記フットベッド
及び基部の位置を示す少なくとも１つのマークを含む、請求項１３に記載のビンディング



(3) JP 5243418 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

。
【請求項１８】
　前記フットベッドが、前記インジケータ要素上の前記少なくとも１つの踵－つま先方向
のマークを見ることができるように配置されている第２の窓を含む、請求項１７に記載の
ビンディング。
【請求項１９】
　前記インジケータ要素が、前記滑走ボードに対する前記フットベッド及び基部の角度位
置を示す少なくとも１つのマークを含む、請求項１３に記載のビンディング。
【請求項２０】
　前記フットベッドが、前記インジケータ要素上の前記少なくとも１つの角度位置マーク
を見ることができるように配置されている第３の窓を含む、請求項１９に記載のビンディ
ング。
【請求項２１】
　前記調整インジケータが、滑走ボードに前記基部を固定した場合に、滑走ボードに対す
る前記基部の縦方向の位置、前記滑走ボードに対する前記基部の踵－つま先方向の位置、
又は前記滑走ボードに対する前記基部の角度位置のうちの任意の２つを決定することがで
きる、請求項１に記載のビンディング。
【請求項２２】
　前記調整インジケータが、滑走ボードに前記基部を固定した場合に、滑走ボードに対す
る前記基部の縦方向の位置、前記滑走ボードに対する前記基部の踵－つま先方向の位置、
及び前記滑走ボードに対する前記基部の角度位置を決定することができる、請求項１に記
載のビンディング。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、滑走ボードビンディングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、その全文を参照により本明細書に組み込むものとする、２００６年７月７日
付けの米国仮特許出願第６０／８１９，１３１号の利益を請求する。
【０００３】
　ビンディングは、ライダーの足を、スノーボード、ウェイクボード、水上スキー、雪上
スキー等のような滑走ボードに固定するために広く使用されている。このような１つのタ
イプのビンディングとしては、ライダーの足を直接滑走ボード面上に置き、足の一部を取
り巻いているビンディングにより正しい位置に固定することができる、いわゆる「ベース
レス」ビンディング等がある。
【０００４】
　　例えば、米国特許第６，６４１，１６３号は、インターフェイス要素が、ライダーの
ブーツの靴底と滑走ボードの頂面の間に位置するベースレスビンディング装置を開示して
いる。インターフェイス要素は、ライダーのブーツの靴底のインプリントと突き合わせる
ことができ、ビンディングに対してブーツを正しい位置に正確に固定することができる熱
成形可能な材料からできている少なくとも１つのゾーンを含む。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の一態様においては、滑走ボードと一緒に使用するためのビンディングは、ライ
ダーの足を支持するように構成されて、配置されているフットベッド、及び滑走ボードに
固定され、フットベッド部分と係合するように構成配置されている基部を含む。本明細書
においては、「足」という用語は、何もはいていない足、並びに靴下、靴、スニーカ、ブ
ーツ等の履物をはいている足を意味する。基部は、ライダーのブーツが滑走ボードに固定
された場合、フットベッドを含んでいない滑走ボードに直接接触することができるように
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、すなわち、従来の「ベースレス」ビンディングとして使用することができるように構成
し、配置することができる。少なくとも１つの足係合部材は、基部に固定することができ
、基部に対してライダーの足を固定するように構成し、配置することができる。例えば、
１つ又は複数のビンディングストラップ、ステップインビンディング係合デバイス又は他
の適切な装置を、基部にライダーのブーツを固定するために使用することができる。ハイ
バックを基部に固定し、ライダーの脚を支持するように構成し、配置することができる。
フットベッドは、基部が滑走ボードに固定された場合に、縦方向の位置、踵－つま先方向
の位置及び／又は角度位置を決定することができる調整インジケータを含むことができる
。本発明のこの態様によれば、ビンディング基部から取り外すことができるフットベッド
は、装着中、ライダーが、ボード上でビンディングを正確に位置決めするための助けにな
るインジケータ機能を提供することができる。
【０００６】
　本発明の他の態様においては、滑走ボードと一緒に使用するためのビンディングは、ラ
イダーの足を支持するように構成配置されていて、相互に（１つ又は複数の中間部材を介
して直接又は間接に）取り付けられる踵部分及びつま先部分を有するフットベッドを含む
。ビンディング基部は、滑走ボードに固定することができるように、またフットベッドと
一緒に動作することができるように構成し、配置することができる。しかし、基部は、フ
ットベッドを含んでいない滑走ボードに固定された場合に、ライダーの足が滑走ボードに
直接接触することができるように構成し、配置することができる。少なくとも１つの足係
合部材は、基部に固定することができ、基部に対してライダーの足を固定するように構成
し、配置することができる。ハイバックは、基部に固定することができ、ライダーの脚部
を支持するように構成し、配置することができる。フットベッドのつま先部分は、例えば
、踵－つま先方向のような踵部分に対して正しい位置に調整することができ、フットベッ
ドは基部から取り外すことができる。本発明のこの態様によれば、ビンディングは、（そ
れにより従来の「ベースレス」ビンディングを提供する）着脱可能なフットベッドを含む
ことができ、使用した場合、フットベッドは、例えば、異なるブーツタイプ及び／又は異
なるサイズの足を収容するために調整可能なつま先傾斜機能をライダーに提供することが
できる。本発明のこの態様は、必要に応じて、上記調整インジケータ機能と一緒に使用す
ることができる。
【０００７】
　本発明の他の態様においては、滑走ボードと一緒に使用するためのビンディングは、ラ
イダーの足を支持するように構成配置されているフットベッド、及び滑走ボードに固定す
ることができ、フットベッドと係合することができるように構成配置されている基部を含
むことができる。本発明のこの態様においては、このフットベッドは、基部に永久に固定
することもできるし（例えば、基部と一体に成形することにより）、又は基部をベースレ
スビンディングとして使用することができるように、基部から取り外すことができるよう
にすることもできる。少なくとも１つの足係合部材は、基部に固定することができ、基部
に対してライダーの足を固定するように構成し、配置することができ、ハイバックを基部
に固定し、ライダーの脚を支持するように構成し、配置することができる。ビンディング
は、少なくとも踵－つま先方向及び角度方向に、滑走ボードに対して固定状態のままに維
持されるように滑走ボードと係合することができるインジケータ要素を含むことができる
。しかし、インジケータ要素は、フットベッド及び基部とは独立して移動することができ
、それにより滑走ボードに対するフットベッド及び基部の踵－つま先方向の位置及び／又
は角度位置を表示することができる。インジケータ要素は、ボードにビンディングを装着
するために使用することができる任意の押さえディスクから離間しているものであっても
よい。例えば、インジケータ要素は、フットベッドに取り付けられるが、ボードに対する
フットベッドの位置を表示するために、フットベッドとは独立して移動することができる
部材であってもよい。
【０００８】
　本発明の他の態様においては、滑走ボードにスノーボードを装着するための方法は、フ
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ットベッドが滑走ボードに固定される場合に、ビンディングの縦方向の位置、踵－つま先
方向の位置及び／又は角度位置を決定するための調整インジケータを含んでいる状態で、
基部に着脱可能に装着されているフットベッドを有するスノーボードビンディングを提供
するステップを含む。滑走ボードが提供され、基部が滑走ボードに固定される。スノーボ
ードビンディングの位置は、調整インジケータにより決定することができる。
【０００９】
　本発明の他の態様においては、スノーボードは、頂部補強層と、底部補強層と、頂部補
強層と底部補強層との間に位置するコア（例えば、一緒に固定されている木材片から作ら
れる）とを含む。ボードにビンディングを装着するためのチャネルは、コアの開口部内に
固定することができ、従ってコアの一部は、チャネルの上にも下にも出ないで、そのため
頂部補強層は、チャネルの上に位置し、底部補強層は、チャネルの下に位置する。一実施
形態の場合には、チャネルは、「Ｃ」字形の断面を有する金属部材であってもよいし、ビ
ンディングをスノーボードに装着するための締結具（例えば、Ｔ字形ナット）を収容する
ように構成し、配置することができる。
【００１０】
　下記の説明及び特許請求の範囲を読めば、本発明のこれら及び他の態様を理解すること
ができるだろう。
【００１１】
　類似の参照番号が類似の要素を示す下記の図面を参照しながら、以下に本発明の種々の
態様について説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明によるビンディングの斜視図である。
【図２】図１のビンディングの分解図である。
【図３】ビンディング用のフットベッドの頂部分解図である。
【図４】ビンディング用のフットベッドの底部分解図である。
【図５】フットベッドの踵部分の分解図である。
【図６】フットベッドのインジケータ要素である。
【図７】ボードに装着されているビンディングである。
【図８】図７の８－８線に沿って切断した断面図である。
【図９】可能な調整方向を示すビンディングの平面図である。
【図１０】クッション又は他の支持要素を内蔵したフットベッドの他の実施形態である。
【図１１】クッション又は他の支持要素を内蔵したフットベッドの他の実施形態である。
【図１２】ビンディング用のハイバックの背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図面を参照しながら本発明の種々の態様について説明するが、これは本発明の種々の態
様による例示としての実施形態を説明するためのものであることを理解されたい。本明細
書で説明する例示としての実施形態は、必ずしも、本発明のすべての態様を示すものでは
なく、それどころかいくつかの例示としての実施形態を説明するためのものである。例え
ば、スノーボードと一緒に使用するスノーボードビンディングを参照しながら以下に本発
明の種々の態様について説明するが、本発明の種々の態様は、任意の適切な滑走ボード及
び対応するビンディングと一緒に使用することができる。それ故、本発明の種々の態様は
、例示としての実施形態の見地から狭義に解釈すべきでない。さらに、本発明の種々の態
様は、単独でも、又は本発明の他の態様との任意の適切な組合せとしても使用することが
できることを理解されたい。
【００１４】
　すでに説明したように、本発明の１つの態様は、ビンディングが装着されるボードに対
するビンディング（基部及び／又はフットベッド）の位置を表示するためのビンディング
を含む調整インジケータの提供に関する。調整インジケータは、例えば、フットベッド内
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に形成された覗き窓のような１つ又は複数の部材、及び例えば、フットベッドに取り付け
られ、窓からチェックすることができる平面部材のようなインジケータ要素を含むことが
できる。フットベッドに取り付けられているが、インジケータ要素は、フットベッド又は
基部に対して移動することもできるし、例えば、要素をフットベッドのポケット内に装着
することができ、ビンディングが装着されるボードの頂面に実質的に平行な平面内を移動
することができる。インジケータ要素は、滑走ボードにビンディングを装着するために使
用する押さえディスク（使用した場合）から離間しているものであってもよいし、ボード
に対してビンディングが移動した場合でも、少なくとも踵－つま先方向及び角度方向に、
滑走ボードに対して固定状態を維持するように滑走ボードと係合することもできる。イン
ジケータ要素は、１つ又は複数の締結具、接着剤（永久の又はそうでない）、ボード内の
対応するスロット又は孔部と係合するリブ又はタブ、ボード上のピン又は他の要素と係合
するインジケータ要素内の孔部等のような任意の適切な方法でボードと係合することがで
きる。それ故、フットベッド及び基部は、インジケータ要素から独立して、踵－つま先方
向及び／又は角度方向に移動することができ、そのためインジケータ要素は、滑走ボード
に対するフットベッド及び基部の踵－つま先方向の位置及び／又は角度位置を表示するこ
とができる。インジケータ要素は、また、例えば、ポインタ、マーク、又はボード上のマ
ーク又は他の構成と位置合わせすることができ、ライダーが見ることができる他の構成の
ような、ボードに対するビンディングの縦方向の位置を表示することができる。
【００１５】
　図１は、本発明の種々の態様を内蔵したスノーボードビンディング１の斜視図を示す。
この例示としての実施形態は、対向する側壁部２１と、ライダーの踵の周囲を延び、側壁
部２１の踵側の端部を接続する踵フープ２２とを備える基部２を含む。この実施形態の場
合には、側壁部２１及びフープ２２は、単体（繊維補強プラスチックを使用して）として
成形されるが、側壁部２１及び踵フープ２２は、別々に作って、後で一緒に取り付けるこ
ともできる。側壁部２１は、それぞれ、トゥストラップ及びアンクルストラップ３に対し
てストラップを装着するために使用するトゥストラップスロット２３及びアンクルストラ
ップスロット２４を含む。もちろん、当業者であれば、スロット２３及び２４を使用しな
いで、ビンディングストラップ３の端部と係合するネジ又は他の締結具を収容する側壁部
２１内に形成した孔部により、ビンディングストラップを側壁部２１に取り付けることが
できることを理解することができるだろう。さらに、２つのストラップ部材を一緒に係合
するための典型的なラチェットバックル、ステップインタイプのビンディングを固定する
ために使用するブーツ係合部材、又は任意の他の装置を使用する任意の適切な数又はタイ
プのフットストラップのような任意の適切なタイプの係合部材３を、基部２に対してライ
ダーの足を固定するために使用することができることを理解することができるだろう。
【００１６】
　側壁部２１は、それぞれスノーボードのような滑走ボードに対して、基部２を固定する
ためのネジ又は他の締結具を収容するためのスロット２５を含む。スロット２５は、側壁
部２１と一体に成形することができ、締結具を支持するために金属インサート又は他の補
強材を有することができる。例えば、一実施形態の場合には、スロット２５は、各スロッ
ト２５を取り囲む鋼製ワッシャを含むことができる。この例示としての実施形態の場合に
は、基部２は、ネジ付き締結具及びＴ字形ナット装置１０２によりスノーボードに固定さ
れているが、他の装置も使用することができる。例えば、本発明のいくつかの態様の場合
には、基部２は、押さえディスク、標準ネジ又は任意の適切な装置によりボードに固定す
ることができる。同様に、基部２は、例えば、スノーボードで使用する４Ｘ４、３Ｄ（Ｒ
）又は他のネジ込みインサートパターンのような任意の適切な固定装置と協働するように
配置することができる。この例示としての実施形態は、以下にさらに詳細に説明するよう
に、ボード内のチャネルタイプのスロットと動作するように配置されている。
【００１７】
　この例示としての実施形態のビンディング１は、また、側壁部２１内に形成されたスロ
ット２６のところで側壁部２１に固定されるハイバック４を含む。ハイバック４は、簡単



(7) JP 5243418 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

な孔部により側壁部２１に装着することができるが、スロット２６によりハイバック４は
回転することもできるし、ライダーの下の脚部のほぼ全長に沿って延びる軸の周囲の角度
範囲内の基部２に対して正しい位置に固定することもできる。ハイバック４は、任意の適
切な方法で構成することができるが、この実施形態の場合には、ハイバック４を横切って
形成されたスロット４４を有するように形成されている。そのため、ハイバックの上部４
１は、一体成形ヒンジ部材４３により下部４２に取り付けられている。一体成形ヒンジ４
３により、上部４１は、例えば、当業者であれば周知の前方の傾斜アジャスタ機構（図示
せず）を操作することにより、下部４２に対して移動することができる。もちろん、ハイ
バック４は、スロット４４を備えていない中実部材として形成することもできるし、又は
ヒンジピン又は他の適切な装置により、上部４１を下部４２に接続することもできる。
【００１８】
　本発明の一態様によれば、ビンディング１は、基部２に着脱可能に取り付けられるフッ
トベッド５を含む。「着脱可能に取り付けられる」という表現は、１つ又は複数のネジ又
は他の締結具を取り外すことにより、フットベッド５を基部２から取り外すことができる
こと、又はツールを使用しないで取り外すことができることを意味する。このことは、ラ
イダーの足の底を支持している部分が一体に成形されているか、又は他の方法で側壁部、
踵フープ、及びビンディングの他の部分に永久に取り付けられている大部分のスノーボー
ドのビンディングとは対照的である。それ故、１つの例示としての実施形態の場合には、
例えば、ビンディングが磨耗した場合及び／又はビンディングの性能フィーチャを変える
ために、フットベッド５を基部２から取り外すことができる。例えば、クッションをもっ
とよくするために、又は衝撃をもっと和らげるために、いくつかのフットベッド５を配置
することができる。一方、他のフットベッド５をもっと硬く作って、ライダーに対する滑
走面上のボードの感触を改善することもできる。それ故、１つの基部２と一緒に動作する
ために複数の異なるフットベッド５を作ることができる。（いくつかの実施形態の場合に
は、基部２は、フットベッド５を使用しないで、すなわち、ライダーの足の裏の少なくと
も一部が、基部２が装着されているボードに直接接触している状態で使用することができ
る。）
【００１９】
　図２は、この例示としての実施形態の基部２から取り外したフットベッド５を含むビン
ディング１の分解図を示す。本発明の他の態様によれば、フットベッド５は、例えば、異
なるサイズの足及び／又はブーツの形状を収容するために、踵部分５２に対して、踵－つ
ま先方向に取り付けられ、及び移動することができるつま先部分５１を含む。「つま先部
分」及び「踵部分」だけを指摘したが、フットベッド５の各部分は、足の中央部分に近い
部分のようなライダーの足の他の部分を支持することができる。さらに、フットベッド５
は、中央部分、踵部分及びつま先部分のような３つ以上の部分を含むことができる。この
場合、踵部分及びつま先部分は中央部分に対して移動することができる。この例示として
の実施形態の場合には、踵部分５２は、基部２に対して固定されたままであり、側壁部２
１の底に形成されているスロット内にスライドする直角のタブ又はラグ５３により基部２
と係合する。基部２がボードに取り付けられた場合、タブ５３は側壁部２１のスロット内
に捕捉され、踵部分５２を基部２に対して正しい位置に維持する。フットベッド５の横面
から横方向に延び、側壁部２１内に形成されている横方向のスロットと係合するタブを含
む踵部分５２（又は中央部分のようなフットベッド５の他の部分）と係合するために他の
装置も使用することができる。このような装置を使用することにより、ボードから基部２
を取り外さなくても、ビンディング１からフットベッド５を取り外すことができる。当業
者であれば、フットベッド５と基部２の間のネジ、接着剤又は他の締結具装置のような他
の装置を思い付くことができるだろう。フットベッド５は、ビンディング１を装着した場
合に、基部２とボードとの間に捕捉されるウイング又はフランジを有することもできるし
、フットベッド５は、踵－つま先方向及び他の方向に延びる側壁部２１の溝内にスライド
する横方向に延びる部分を含むことができる。また、フットベッド５をボードに直接固定
することもでき、必ずしも、基部２に固定する必要はない。
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【００２０】
　この実施形態の場合には、フットベッド５のつま先側端部は、ネジ（図示せず）、又は
基部２のクロスバー２８の孔部２７を貫通し、つま先部分５１と係合する他の締結具によ
り接続される。それ故、ラグ５３の他に、フットベッド５の一部を、クロスバー２８のと
ころで、フットベッド５と係合する締結具により基部２に固定することができる。以下に
さらに詳細に説明するように、フットベッド５とクロスバー２８の間の接続により、基部
２からフットベッド５を切り離さなくても、つま先部分５１を踵－つま先方向に移動する
ことができる。
【００２１】
　本発明の他の態様においては、フットベッド５は、３つの調整インジケータを含んでい
るが、もっと少ないか又はもっと多くのインジケータも使用することができるし、又は１
つのインジケータで、複数のビンディング位置表示を行うこともできる。調整インジケー
タにより、ライダーは、ボードに対するビンディング１の位置、特に、ボード上の先端－
尾部方向のビンディング１の縦方向の位置、踵－つま先方向の位置、及び／又は角度位置
（例えば、ボードの頂面にほぼ垂直な垂直軸を中心としたビンディングの回転位置）を決
定することができる。第１のインジケータ５４は、フットベッド５を貫通する窓を提供し
、従ってライダーは、第１のインジケータ５４の下に位置するボードの一部を見ることが
できる。インジケータ５４は、ポインタ、矢印、又は例えば、ビンディングの横方向の中
央点又は他の適切な位置に設置されている他の構成を含むことができる。ポインタ又は矢
印は、ハッシュマーク、ライダーがつけたマーク、又はビンディングに対するボード上の
所望の位置を示すボード上の他の構成のようなボード上の適切なマークと位置合わせする
ことができる。第２のインジケータ５５は、ボード上のビンディングの踵－つま先方向の
位置を表示することができる。以下にさらに詳細に説明するように、フットベッド５の一
部は、ボードと係合することができ、ビンディングが調整されている場合、踵－つま先方
向に固定されたままになる。固定部分は、ハッシュマーク、又は例えば、ビンディングの
踵－つま先方向の中央点、及び中央点の両側の複数の他のマークを示す他の構成を含むこ
とができる。第３のインジケータ５６は、ボードに対するビンディング１の角度を表示す
ることができる。この場合も、フットベッド５の一部は、ボードと係合することができ、
ビンディングの角度の調整中は固定されたままになる。ボード上のビンディングの所望の
角度位置を決定するための調整中、ライダーは、角度マーク又は他の適切な構成を見るこ
とができる。本発明のこの態様によれば、ライダーは、一緒に設置されているビンディン
グ上のインジケータを見ながら、縦方向の位置、踵－つま先方向の位置、及び角度位置を
見て、設定することができる。この装置により、ライダーは、もっと容易にビンディング
を調整することができる。
【００２２】
　図３は、この例示としての実施形態のフットベッド５の分解平面図を示す。この図は、
第１のインジケータ５４用の矢印又は他のインジケータ構造をよりはっきりと示す。また
、インジケータ５４、５５及び５６は、拡大レンズ、又はビンディング１を位置合わせす
るために使用するマーク、矢印又は他の構成を拡大する他の要素を含むことができる。イ
ンジケータ５４、５５及び５６の覗き窓は、覗き窓の中央部又は他の部分の識別を容易に
する基準ライン又は他の構成を含むことができる。一実施形態の場合には、基準ラインは
、窓内に成形される。例えば、透明な窓材料の成形分離ライン又は類似の構成により形成
される。この装置により、不透明マークを使用しなくても基準を容易に提供することがで
きる。
【００２３】
　図３を見れば分かるように、踵部分５２のつま先側端部は、相補隆起部分（図４の参照
番号５１１参照）を収容し、つま先部分５１を踵部分５２と適正なアライメント状態に維
持するのを助ける１対の溝５２１を含む。フットベッド５と係合するために基部２のクロ
スバー２８内の孔部２７を通って延びるネジ（図示せず）は、踵部分５２の孔部５２２を
通って延び、つま先部分５１の頂部内のスロット５１３内に位置するＴ字形ナット５１２



(9) JP 5243418 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

内に延びる。従って、Ｔ字形ナット５１２と係合しているネジにより、ネジが締め付けら
れない限り、つま先部分５１を踵－つま先方向に調整することができる。つま先部分５１
が必要に応じて位置決めされると、つま先部分５１の下側のタブ５１４を踵部分５２の孔
部５２３と係合することにより、つま先部分５１を正しい位置にロックすることができる
。それ故、この実施形態の場合には、Ｔ字形ナット５１２と係合しているネジは、つま先
部分５１を正しい位置にロックするのには使用しないが、ネジ及びＴ字形ナット５１２を
他の実施形態のつま先部分５１を固定するのに使用することができる。図３に示すように
、カバー部材５１５を、スロット５１３内にＴ字形ナット５１２を捕捉するためにつま先
部分５１上に固定することができる。カバー部材５１５は、ライダーの足のためのグリッ
プを強化するのを助けるために、発泡材又は他の材料から作ることもできるし、そうでな
い場合には含むこともできる。また、例えば、ライダーのグリップを改善するために、フ
ットベッド５の外観を変えるために又はその他の目的のために、カバー部材又は類似の装
置を踵部分５２に設置することもできる。
【００２４】
　図４は、フットベッド５の底部の分解図を示す。この図面は、踵－つま先方向で４つの
別個の位置間で、踵部分５２に対してつま先部分５１を固定することができるタブ５１４
及び対応する孔部５２３をもっとはっきり示す。もちろん、もっと少ないか又はもっと多
くの別個の調整位置を有することもできるし、又は踵－つま先方向の別個の位置決めを全
然使用しないこともできる。この図は、また、踵部分５２の孔部５２２近くの隆起部分も
示す。これらの隆起部分は、基部２のクロスバー２８の孔部２７近くの相補凹部と係合し
、基部２に対してフットベッド５を適切に位置決めするのを助けることができる。
【００２５】
　図４の底面図は、フットベッド５の底部プレート５２４の開口部５２５を通って延びる
インジケータ要素６のリブ６１を示す。リブ６１は、ビンディング１が装着された場合、
ボード内の対応するスロットの側面と係合することができ、それ故、基部２が正しい位置
に調整された場合に、踵－つま先方向及び角度方向でボードに対して固定状態に維持する
ことができる。しかし、この実施形態の場合には、リブ６１は、ビンディングの縦方向の
調整を行うことができるように、ボードに沿ってインジケータ要素６（及びビンディング
１）の縦方向（先端－尾部方向）の運動ができるように配置されている。図５は、底部プ
レート５２４を取り外した場合の、フットベッド５の底面図を示す。底面プレート５２４
は、凹部内にインジケータ要素６を捕捉するために踵部分５２の凹部内に嵌る。底部プレ
ート５２４により凹部内に収容されても、インジケータ要素６は、ビンディングが装着さ
れるボードの頂面にほぼ平行な面の凹部内で自由に移動することができる。フットベッド
５に対するインジケータ要素６のこの運動のおかげで、インジケータ要素６は、ボードに
対するビンディング１の位置を表示することができる。開口部５２５のサイズ及び形状、
及び踵部分５２の凹部のサイズ及び形状により、必要に応じてインジケータ要素６の運動
が制限される。
【００２６】
　図６は、この例示としての実施形態のインジケータ要素６の平面図を示す。第１のイン
ジケータ５４用の窓及び矢印ポインタ６２は、インジケータ要素６の平板の孔部により形
成される。ハッシュマーク６３は、インジケータ要素６上に形成され、第２のインジケー
タ５５と協働するように配置される。最も広いハッシュマークは、踵－つま先方向のビン
ディング１の中央の位置を示すことができ、前後のマークは、中央点からの他の踵側及び
つま先側の位置を示す。角度表示マーク６４は、第３のインジケータ５６と動作するよう
に配置されている。角度表示マーク６４（及び他のマーク）は、図の番号がついているマ
ークのような任意の適切な形のものであってもよいし、ハッシュマーク又は任意の他のマ
ーク配置を使用することもできる。
【００２７】
　調整インジケータに関連する本発明の種々の態様は、着脱可能なフットベッドを有する
ビンディングに限定されない。例えば、上記実施形態に記載のフットベッド５は、基部（
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例えば、接着剤により、ネジにより、少なくとも一部を一体に成形すること等により）に
永久に固定することができる。別の方法としては、他の実施形態の場合には、上記インジ
ケータ類似のインジケータ要素を、標準トレイタイプ又は固定ベースプレートを含む他の
ビンディングに組み込むことができる。このような実施形態の場合には、インジケータ要
素は、ベースプレートの水平方向のスロット内で移動することができるプレート、すなわ
ち、インジケータ要素が上記フットベッドの凹部内で移動することができるのとほぼ同じ
方法でライダーの足の裏を支持している部分を含むことができる。しかし、この実施形態
の場合には、インジケータ要素は、ボードにビンディングを固定するための締結具を収容
するための１つ又は複数の孔部を含むことができる。例えば、孔部は、スノーボードの４
Ｘ４又は３Ｄパターンのようなインサートパターンと突き合わせることができる。それ故
、インジケータ要素は、比較的緩い状態で締結具を含むボードと最初に係合することがで
き、従ってビンディングの基部は、インジケータ要素に対してボード上を移動することが
できる。基部が必要に応じて位置決めされると（インジケータ窓をフットベッドに対向す
るベースプレート内に形成することができることを除けば、ビンディングの位置を上記フ
ットベッド実施形態の場合と同じ方法で決定することができ）、例えば、いくつかの押さ
えディスクと類似の方法で、インジケータ要素が基部をボード上にクランプするように、
締結具を締め付けることができる。
【００２８】
　他の例示としての実施形態の場合には、例えば、インジケータ要素６のようなスティッ
カー形状のインジケータ要素をボードに固定し、ビンディングがインジケータ要素上に配
置されるように位置させることができる。着脱可能な又は固定フットベッドを有すること
ができるビンディングは、ボードに対するビンディングの位置を決定するために、インジ
ケータ要素の一部を見ることができる窓又は他のインジケータ構造を含むことができる。
【００２９】
　図７は、スロットタイプの装着装置を有するボード１０上に装着されている実施形態の
ビンディング１を示す。ビンディング１はボード１０上に位置していて、そのためインジ
ケータ要素６上のリブ６１は、ボード１０のスロット１０１内に嵌る。締結具は、側壁部
２１の対向側面上のスロット２５を通して延び、スロット１０１内に位置するＴ字形ナッ
トと係合する。図８は、図７の８－８線に沿って切断した断面を示し、ボード１０のスロ
ット１０１内に位置するＴ字形ナット１０２を示す。スロット１０１は、ほぼ矩形の断面
を有するアルミニウムチャネル１０３で形成される。アルミニウムチャネル１０３は、頂
部補強層１０５及び底部補強層１０６間のボード１０内に位置する。この実施形態の場合
には、コア１０４は、チャネル１０３の上下を延びないで、頂部シート（例えば、装飾層
）を含む頂部補強層１０５、及び基部層を含む底部補強層１０６が、チャネル１０３上を
延びる。従って、ボード内でチャネル１０３を固定するためにネジ又は他の締結具を必要
としないで、代わりにチャネル１０３を、関連する樹脂と一緒に、頂部及び底部補強層１
０５及び１０６により正しい位置に保持することができる。この例示としての実施形態の
場合には、Ｔ字形ナット１０２は、スロット１０１を通して上方に延び、ビンディング１
のスロット２５内に延びるネジ付スタッドを有する。適切なネジ付スリーブ又はナットは
、ビンディング１を正しい位置に固定するためにスタッドと係合することができる。Ｔ字
形ナット１０２は、また、Ｔ字形ナット１０２を正しい位置により良好に固定することが
できるようにスロット１０１内に延びる頂部リブを有する。もちろん、他の装置も使用す
ることができる。例えば、ネジボルトは、スロット２５を通して下方にＴ字形ナット１０
２のネジ孔内に延びることができる。この実施形態の場合には、チャネル１０３は、アル
ミニウムでできているが、任意の他の適切な金属、プラスチック、又は他の材料又は材料
の組合せから作ることもできる。この実施形態のコア１０４は、木材の積層ストリップか
ら形成されているが、例えば、発泡材又は任意の他の材料又は材料の組合せによって任意
の他の適切な方法で形成することもできる。補強層１０５及び１０６は、ガラス繊維織物
のような樹脂含浸繊維から形成されるが、他の適切な補強層も使用することができる。
【００３０】
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　スロット１０１装着装置の場合には、ビンディング１を、スロット１０１の長さによっ
てだけ制限を受ける潜在的に広い範囲の位置を通してボード上で縦方向に調整することが
できる。マークは、スロット１０１近くのボード上に表示することができ、ビンディング
１の縦方向の位置を確認するために、第１のインジケータ窓５４を通して見ることができ
る。例えば、図９に示すように、スロット１０１及びスロット２５による自由度により、
ビンディング１を踵－つま先方向及び／又は角度で縦方向に調整することができる。すな
わち、ビンディング１が、スロット１０１に対して踵－つま先方向及び／又は角度で移動
しても、インジケータ要素６はスロット１０１に対して固定状態に維持される。それ故、
ライダーは、インジケータ５５及び５６によりビンディングの相対的踵－つま先方向の位
置及び／又は角度位置を見ることができる。ライダーは１つの場所で３つのインジケータ
５４、５５及び５６すべてを見ることができるので、ビンディングを容易に正確に装着す
ることができる。
【００３１】
　ボード１０とのインジケータ要素６の係合は、リブ６１をスロット１０１の側面に接触
させる以外の方法でも行うことができる。例えば、Ｔ字形ナット又は類似の要素を、チャ
ネル１０３内に設置することができ、スロット１０１を通してボードの頂面上を上方に延
びる部材を有することができる。この部材は、インジケータ要素６上の嵌合構造と係合す
るためのサイズ、形状又は他の構成を有することができる。１つの例示としての実施形態
の場合には、この部材は、インジケータ要素６内の対応する星形の孔部と係合する星形の
ような特殊な形状を有することができる。この装置を使用することにより、例えば、イン
ジケータ要素のための対応する嵌合構造を有していないボード上でフットベッドを使用す
ることができるようにするために、フットベッド５の底面の下を下方に垂れ下がる部材を
含まないようにフットベッド５を作ることができる。さらに、この装置を使用すれば、イ
ンジケータ要素６の適当な嵌合構造を有する適正なビンディングだけを、特定のボードと
一緒に確実に使用することができる。例えば、特定のビンディングを使用しなければなら
ないボードは、６つの辺を有する星形のインジケータ要素嵌合部材を含むことができる。
それ故、６つの辺を有する星形の孔部を含むビンディングだけをボードと適正に嵌合させ
ることができる。異なるビンディングタイプを使用しなければならないボードは、異なる
形状のインジケータ要素嵌合部材を有することができる。
【００３２】
　本発明の一態様においては、１つのタイプの基部２と一緒に動作するために、種々の異
なるタイプのフットベッド５を配置することができる。フットベッド５は、異なるサイズ
、形状、高さ、インジケータ構造等のような種々の異なる特性を有することができる。図
１０及び図１１は、フットベッド５の２つの別々の実施形態を示す。すでに説明したよう
に、フットベッド５は、任意の適切なクッション又は他の足支持要素を含むことができる
。この例示としての実施形態の場合には、フットベッド５は、「ピラー」タイプ及びある
種のランニングシューズで使用しているものと類似の他の支持要素を含む。フットベッド
５の踵部分５２は、ナイロンのような実質的に非可撓性材料からできている上下プレート
５７及び５８と一緒に作ることができる。上下プレート５７及び５８間には、クッション
又は任意の形の他の支持要素５９を設置することができる。この例示としての実施形態の
場合には、クッション要素５９は、クッション要素５９を通って横方向に延びる貫通孔５
９１を含む。ライダーの足のために所望の硬さ、弾性又は他の特徴を持たせるために、ク
ッション要素５９の他の部分の形状、材料及び／又は他の構成を配置することができる。
さらに、例えば、踵の付近でもっと硬く支持し、ミッドソール近くの弾性をもっと強くす
るために、クッション要素５９の支持構造をフットベッド５内で変えることができる。当
業者であれば理解することができると思うが、例えば、貫通孔５９１から挿入し、取り外
すことができる着脱可能な要素を使用することにより、ライダーが硬度又は他の支持特性
を変えることができるように、クッション要素５９を作ることができる。フットベッド５
は、また、例えば、フットベッド５の踵の高さを高くするためにクッション要素５９又は
他の要素をライダーが挿入することができるように、１つ又は複数の位置でフットベッド
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また、ライダーのブーツとインターロックするように作ることができる。例えば、グリッ
プを改善するために上のプレート５７上にネオプレンシートを設置することもできるし、
及び／又は上のプレート５７上に設置した適切な材料を、ブーツのトレッドパターンと適
合するように成形することもできる。それ故、フットベッド５は、特定のブーツ又は一組
のブーツと一緒に動作するように特に設計することができ、異なるフットベッドを同じ基
部２と締結する方法により、広い範囲の異なるフットベッドを各基部スタイル又は設計用
に提供することができる。
【００３３】
　本発明の一態様によれば、すでに説明したように、ハイバック４は、一体成形ヒンジ部
分４３のところで一緒に接続される上部４１及び下部４２を含む。例えば、ハイバック４
は、一体成形ヒンジ部分４３のところだけで上部４１及び下部４２が接続している状態で
、ハイバック４の周囲を延びるスロット４４を含む１つの単一の部材として成形すること
ができる。上部４１は、例えば、ハイバック４の前方への傾斜を調整するために、下部４
２に対する位置で調整することができる。この実施形態の場合には、また図１２のハイバ
ック４の背面図に示すように、前方への傾斜調整部材４５は、上部及び下部４１及び４２
間に距離をおくように、またライダーが上部４１の前方への傾斜を選択的に調整すること
ができるように設置することができる。前方への傾斜調整部材４５は任意の適切な形をと
ることができ、この実施形態の場合には、下部４２の回転のために装着されるネジ棒４５
１を含む。ハンドル４５２は、ユーザがツールを使用しなくても回転させることができる
ように、ネジ棒４５１に固定される。ナット４５３は、上部４１に対して固定することが
でき、ネジ棒と係合し、従ってネジ棒４５１が回転すると、上部４１は、下部４２に対し
て前後に傾斜することができる。下部４２は、また、ある点を越えてのハイバック４の後
方への移動を抑えるために踵フープ２２と接触する棚４２１を含むことができる。下部４
２は、また、上方位置にハイバック４を解放可能にロックするために、踵フープ２（例え
ば、踵フープの内面の溝２２１のところ：図２参照）と係合するためのタブ４２２又は他
の構成を含むことができる。しかし、ユーザは、スロットマウント２６の周囲の折り曲げ
位置にハイバック４を回転することにより、踵フープ２２からハイバック４を解放するこ
とができる。
【００３４】
　本発明の少なくとも１つの実施形態のいくつかの態様について説明してきたが、当業者
であれば種々の変更、修正及び改善を容易に思い付くことができることを理解されたい。
このような変更、修正及び改善は、この開示の一部であって、本発明の精神及び範囲内に
含まれる。従って、上記説明及び図面は単に例示としてのものに過ぎない。
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